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勤務形態の多様化により、

社員の在席状況が分からない

社内稟議決裁者の状況を

把握するのに時間がかかる

JR東日本コンサルタンツ株式会社様は、1989年の設立以来、鉄道を基

軸とした総合技術コンサルタンツとして、鉄道インフラの安全・安定輸送を

支え続けてきました。多様な専門分野の技術者が集い、JR東日本グループ

の一員として社会インフラの発展に貢献しています。

同社では、「話しかけたい人の勤務場所や座席位置をすぐに把握したい」

「会話可能な時間も分かるようにしたい」といった業務効率化とコミュニケー

ション活性化の要望があり、「従業員エンゲージメント育みサービス」を導入

いただきました。

企画総務本部企画部門チーフ

外山大地さま

当社では、基本的には固定席を採用しつつ、一部でフリーア
ドレスも運用していました。フリーアドレスの座席では、壁に座

席表を掲示し、利用者が自分の名前入りマグネットを貼ると

いうアナログな方法を用いていました。

そのため、実際に出社してみないと誰がどこに座っているのか

分からず、事前に座席状況を把握できませんでした。特定の
社員と対面で話したい場合も、相手の居場所が分からず、

オフィス内を探し回ったり、直接電話をかけて確認したりする

必要がありました。

こうした状況が、コミュニケーションや業務の効率化を妨げる要

因となっていました。

スケジューラー上では稟議や承認を行う決裁者が座席にいる
ことになっていても、実際には別の業務や打ち合わせで離席

していることが多く、相手の居場所や在席状況が分からない

ためにタイミングが合わず稟議書類を渡せないケースが頻発し

ていました。

その結果、稟議や承認のために社内で決裁者を探す手間が
増え、無駄な時間が発生して業務効率の低下につながり、

さまざまな業務のスピード感が損なわれるという課題が顕在

化していました。

こうした状況に対して、社員からは「在席状況や現在の状況

を可視化できる仕組みがあればいいのに」という声が上がって
いました。

本事例では、サービス導入前に抱えていた

課題や、導入後に得られた効果について、

システム・業務変革室チーフ外山さまにお

話を伺いました。

導入の背景・課題

：東京都品川区西品川一丁目1番1号

：1989年4月

：735人（2025年4月1日現在）

：https://www.jrc.jregroup.ne.jp/
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能性があります。

多様化する働き方に対応

座席・在席の可視化で

業務効率と

エンゲージメント向上を実現

https://www.jrc.jregroup.ne.jp/


お問い合わせページより、商品・サービスをお選びください。

商品・サービスに関するお問い合わせ・ご相談受付

株式会社 日立ソリューションズ・クリエイト
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Webによる受付

www.hitachi-solutions-create.co.jp/inq.html

メールによる受付

hsc-contact@mlc.hitachi-solutions.com

www.hitachi-solutions-create.co.jp/

ご相談・ご依頼いただいた内容は回答などのため、当社の関連会社（日立ソリューションズグループ会社）
および株式会社日立製作所に提供（共同利用も含む）することがあります。

取り扱いには十分注意し、お客さまの許可なく他の目的に使用することはありません。

 

既存のシステムと連携し、

従業員のWeb打刻の手間を減らせる点

座っている座席を視覚的に把握できる点

バーチャルフロアを実際のオフィスレイアウトと同じように設定したことで、誰

がどこに座っているかをリアルタイムで把握できるようになりました。さらに、
バーチャルフロア上では、誰がテレワークをしているかも一目で確認できます。

ユーザーアイコンに名前が表示されることで、初対面の社員を訪ねる

際に座席をすぐに特定でき、話しかけやすくなりました。これにより、
社内のコミュニケーションが活性化し、部門を越えた情報共有や連
携がしやすくなったと感じています。

システムの導入によって、組織全体の雰囲気にも良い影響が生まれ

ています。特に新入社員や異動者にとっては、誰がどこにいるかが分
かることで、よりコミュニケーションを取りやすい環境が整いました。
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• リシテアは株式会社日立ソリューションズの登録商標です。

製品仕様は、改良のため予告なく変更する場合がございます。最新情報は、当社Webページをご参照ください。

本カタログの内容は、2025年9月現在のものです。

固定の項目に関しては編集不要ですが、編集する必要がある場合には、

スライドマスターを変更してください。

スライドマスターは、［表示］-［スライドマスター］から編集できます。

バーチャルフロア イメージ

システム連携イメージ

就業管理システム「リシテア」を使っていましたが、別で座席予約システムを導入すると利

用してもらう人たちには出退勤の打刻システムと座席予約システムにそれぞれログインす
るため、負担がかかり、システム利用率に影響が出るのではという心配がありました。既
存システムと連携できるという点を重視していました。

バーチャルフロアを実際のオフィスレイアウトと同じにでき、誰がどの

座席にいるのかを一目で視覚的に把握できる点が、導入を決め
た大きなポイントでした。従来のように紙の座席表やマグネットを
使う必要がなくなり、リアルタイムに座席状況を確認できるため、
業務の効率化や働きやすさの向上が期待できると考えました。

従業員エンゲージメント
育みサービス

就業管理システム

リシテア

業務開始時にログイン

打刻情報として

登録

座席・勤務状況の可視化による

業務効率化01 コミュニケーションの

活性化02

採用に至ったポイント

導入効果 導入効果

詳細は当社Webページをご覧ください。

スマートデバイスで二次元バーコードを読み取っていただくか、URLをブラウザーのアドレスバーに入力してアクセスしてください。
https://www.hitachi-solutions-create.co.jp/solution/feature/hagukumi/

https://www.hitachi-solutions-create.co.jp/solution/feature/hagukumi/

二次元
バーコード

「従業員エンゲージメント育みサービス」は、打刻情報を「リシテア」と連携できるため、ユー

ザーは複数のシステムを意識することなく、一つの画面でシステムを利用できます。
そのため、既存システムからの移行がスムーズに行える点も大きなポイントとなりました。

これにより、従来課題となっていた「決裁者を探すのに

時間がかかる」という問題が大きく改善され、業務効
率の向上を実感しています。相手の勤務状況がすぐ
に分かり、必要なタイミングでスムーズに連絡ができるよ
うになりました。

視覚的な分かりやすさにより、今後の多様な働き方にも柔軟に

対応できる点を高く評価しました。

ログイン時刻

連携

ログアウト時刻

連携業務終了時にログアウト

始業打刻   9:20
終業打刻 18:00
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